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教区・支部
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親
神
様
の
恵
み
を

身
に
感
じ
よ
う

代
表
社
友

藤
嵜
信
也

私
も
と
う
と
う
還
暦
を
過
ぎ
、
同
年
代
の

人
た
ち
と
話
を
す
る
と
、
つ
い
つ
い
昔
話
に

花
が
咲
き
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
子
ど
も
の
と
き
は
、
外
で
遊

ぶ
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
学
校
か
ら
帰
る

と
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
家
の
中
に
放
り
込
み
、

そ
の
ま
ま
外
へ
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
自
然
の
溢
れ
る
田
舎
に
育
ち
ま
し
た

の
で
、
夏
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
塩
と
マ
ッ
チ
を
持
っ

て
川
遊
び
。
そ
の
と
き
に
取
っ
た
ア
ユ
に
塩

を
振
り
、
近
く
の
小
枝
に
火
を
つ
け
て
塩
焼

き
に
・
・
・
。
こ
れ
が
格
別
に
お
い
し
か
っ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
秋
に
な
る
と
、
近

く
の
山
に
入
っ
て
、
野
山
を
駆
け
回
る
「
戦

争
ご
っ
こ
」
。
冬
は
、
雪
が
降
る
と
田
ん
ぼ

に
出
掛
け
て
行
っ
て
雪
合
戦
や
そ
り
遊
び
を

し
て
い
ま
し
た
。

今
考
え
る
と
相
当
や
ん
ち
ゃ
な
少
年
時
代

を
送
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
そ
れ
は

そ
れ
で
非
常
に
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り
で
す
。

現
代
の
子
ど
も
た
ち
は
、
公
園
に
行
っ
て

も
ボ
ー
ル
遊
び
禁
止
。
夏
、
川
遊
び
は
危
険

だ
か
ら
禁
止
。
プ
ー
ル
は
熱
中
症
に
な
る
か

ら
回
数
を
減
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
野

山
に
入
る
の
も
、
危
険
な
所
や
動
物
、
害
虫

が
い
る
か
ら
禁
止
。
「
あ
れ
し
ち
ゃ
ダ
メ
、

こ
れ
し
ち
ゃ
ダ
メ
」
と
規
制
が
い
っ
ぱ
い
で
、

窮
屈
だ
ろ
う
な
あ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
ス
マ
ホ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
に
熱
中
す
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
本
当
は
外
に
出
て
、

思
い
っ
き
り
身
体
を
動
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

『
天
理
教
教
典
』
に

こ
の
世
は
、
親
神
の
身
体
で
あ
っ
て
、

よ

お

や
が

み

か

ら

だ

世
界
は
、
そ
の
隅
々
に
い
た
る
ま
で
、
親

せ

か

い

す

み

ず

み

お

や

神
の
恵
に
充
ち
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

が

み

め
ぐ
み

み

恵
は
、
或
は
、
こ
れ
を
火
・
水
・
風
に
現

め
ぐ
み

あ
る
い

ひ

み

ず

か

ぜ

あ
ら
わ

わ
し
て
、
目
の
あ
た
り
に
示
し
、
又
、
眼

ま

し

め

ま

た

め

に
こ
そ
見
え
ぬ
が
、
厳
然
た
る
天
理
と
し

み

げ

ん

ぜ

ん

て

ん

り

て
、
こ
の
世
を
守
護
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

よ

し

ゅ

ご

す
な
わ

有
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
生
命
の
源
で
あ

あ

い

の

ち

み
な
も
と

り
、
一
切
現
象
の
元
で
あ
る
。

さ

い
げ
ん
し
ょ
う

も

と

と
あ
り
ま
す
。

こ
の
世
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
天

地
抱
き
合
わ
せ
の
親
神
様
の
御
守
護
か
ら
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
成

人
し
た
大
人
も
、
天
然
自
然
の
中
か
ら
親
神

様
の
火
・
水
・
風
の
御
守
護
を
感
じ
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
す
。

い
よ
い
よ
今
年
も
、
真
夏
の
祭
典
「
こ
ど

も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
が
７
月
27
日
～
８
月
３

日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以

降
規
模
こ
そ
縮
小
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

仕
込
み
・
伏
せ
込
み
、
お
楽
し
み
行
事
が
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
中
で
滋
賀
教
区

は
「
こ
ど
も
横
丁
」
を
担
当
し
、
子
ど
も
た

ち
は
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
身
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

親
神
様
の
自
由
の
守
護
、
か
し
も
の
・
か
り

じ
ゅ
う
よ
う

も
の
の
理
が
身
に
つ
い
て
き
ま
す
。

夏
の
お
ぢ
ば
で
、
親
神
様
の
御
守
護
を
体

い
っ
ぱ
い
に
感
じ
ま
し
ょ
う
。 天理教少年会60周年

こどもおぢばがえり
７月２７日〜８月３日
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６月出仕者数 延べ９２名

暑い中 ありがとうございました

こども横丁設営ひのきしん

●青年会 こども横丁設営ひのきしん（13日～14日）
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中西教区主任あいさつ

講話：おつとめについて 講師：清水このみ栗太支部長

中西主任と清水講師によるお楽しみ会

対話（近くの人とおつとめの大切さを伝え合う）

お楽しみ会（各支部紹介と特産品の福引）

親子ルームもモニターで参加

立教189年 滋賀教区 婦人会員の集い

心ひとつにおつとめ
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本
部
よ
り
の
連
絡

▽
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
ワ
ゴ
ン
車
な
ど
を
利
用
し
て
の
お
ぢ
ば
が
え
り
に
つ
い
て輸

送
二
課

本
年
５
月
６
日
に
福
島
県
で
起
こ
り
ま
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
事
故
以
降
、
こ
れ

ま
で
の
お
ぢ
ば
が
え
り
の
形
態
で
問
題
が
無
い
の
か
、
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
ま
と
め
て
教
会
に
通
知
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
（
関
東
運
輸
局
）
か
ら
も
注
意
喚
起
の
文
書
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
併
せ
て
配
布
い
た
し
ま
す
。
（
下
段
に
縮
小
版
掲
載
）

▽
令
和
９
年
度

扶
育
願
書
に
つ
い
て

一
れ
つ
会

・
「
志
願
要
項
」
と
「
扶
育
願
書
」
は
、
一
れ
つ
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
紙
媒
体
で
の
配
布
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
願
書
受
付
期
間

10
月
１
日
～
31
日
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
は
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
の
郵
送
（
一
件
一
通
）
の
み
。

窓
口
へ
の
持
ち
込
み
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

▽
「
天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト

縁
む
す
」
活
動
報
告
に
つ
い
て

令
和
３
年
に
教
区
長
会
議
の
支
援
を
受
け
て
設
立
さ
れ
た
「
天
理
婚
活
サ
ポ
ー
ト

縁
む
す
」
よ
り
、
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
婚
活
数
２
３
３

６
回
。
成
立
カ
ッ
プ
ル
２
３
９
組
、
成
婚
30
組
。
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
お
道
を
明
る
く
元
気
に
す
る
「
縁
む
す
」

の
活
動
は
、
登
録
者
数
の
増
加
が
生
命
線
で
す
。
特
に
女
性
の
登
録

が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。
若
い
方
へ
の
声
掛
け
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

教
区
よ
り
の
連
絡

▽
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
「
こ
ど
も
横
丁
」
設
営
に
つ
い
て

６
月
６
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
こ
ど
も
横
丁
」
の
設
営
作
業
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
順

調
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
（
２
頁
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
参
照
）

開
催
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
７
月
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
７
月
の
設
営
準
備
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い
（
再
掲
）

・
作
業
日

７
月
４
日
～
12
日

予
備
日
７
月
17
日
～
19
日

※
「
支
部
出
仕
表
」
の
ご
提
出
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
変
更
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
務
支
庁
青
年
（
岡
田
豊
太
郎

0
8
0
-
6
2
2
0
-
4
1
0
8

）
へ
、
出
仕
日
の
４
日
前

ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
Ｋ
Ｏ
Ｇ
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
搬
入

要項＆願書縁むす報告

ＰＤＦ→ＰＤＦ→
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・
日

時

７
月
24
日
（
金
）

午
後
１
時

水
口
詰
所
集
合

７
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時

９
母
屋
集
合

▽
「
こ
ど
も
横
丁
」
本
期
間
ひ
の
き
し
ん
の
お
願
い

・
出
仕
日

７
月
31
日

８
月
１
・
２
・
３
日

の
４
日
間

午
前
８
時
半
こ
ど
も
横
丁
の
朝
礼
に
集
合
（
宿
舎
で
Ｔ
シ
ャ
ツ
着
用
の
上
）

前
日
宿
泊
可
能
で
す
。
７
月
30
日
の
夕
食
か
ら
受
付
け
い
た
し
ま
す
。

※
各
支
部
よ
り
、
各
日
２
名
以
上
の
出
仕
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
一
般
の
参
加
も

歓
迎
い
た
し
ま
す
。
（
中
学
生
も
歓
迎
。
大
人
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

※
少
年
会
、
青
年
会
、
婦
人
会
は
別
に
出
仕
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
二
重

に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
支
部
に
て
と
り
ま
と
め
の
上
、
出
仕
表
（
別
途
配
布
）
を
教
務
支
庁
ま
で
ご
提
出

下
さ
い
。
（
締
切
７
月
15
日
）
尚
、
提
出
後
の
変
更
は
、
出
仕
日
の
４
日
前
ま
で

に
教
区
青
年
（
前
記
）
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▽
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
撤
収

・
日

時

８
月
４
日
（
火
）

午
前
８
時

現
地
集
合
（
前
日
宿
泊
可
）

▽
令
和
８
年
度
第
一
回
地
方
委
員
会

開
催
報
告

去
る
６
月
２
日
、
教
務
支
庁

に
て
令
和
８
年
度
第
一
回
地
方

委
員
会
を
開
催
。
地
方
委
員
は

13
名
が
出
席
、
８
名
が
委
任
状

を
提
出
し
、
委
員
会
の
成
立
を

確
認
。
教
区
長
あ
い
さ
つ
に
続

い
て
、
青
木
知
成
氏
（
大
津
支

部
）
が
座
長
を
つ
と
め
「
令
和

７
年
度
決
算
報
告
」
「
令
和
８

年
度
補
正
予
算
案
」
等
に
つ
い

て
審
議
が
進
め
ら
れ
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▽
８
月
の
主
事
会
、
役
員
会
、
婦
人
会
例
会
に
つ
い
て

滋
賀
教
区
で
は
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
期
間
中
、
「
こ
ど
も
横
丁
」
を
担
当
す

る
関
係
で
、
８
月
の
主
事
会
、
教
区
役
員
会
、
婦
人
会
例
会
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

※
各
支
部
へ
の
配
布
物
は
７
月
26
日
に
各
詰
所
へ
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

※
「
教
区
報
８
月
号
」
は
８
月
１
日
付
で
各
支
部
長
の
教
会
へ
発
送
い
た
し
ま
す
。

布
教
部

・
・
山
﨑
部
長
・
・

▽
全
教
一
斉
に
を
い
が
け
デ
ー
に
つ
い
て

・
「
ポ
ス
タ
ー
」
に
つ
い
て

「
ポ
ス
タ
ー
」
を
本
日
（
７
月
２
日
）
教
会
、
布
教
所
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
申
し
込
み
状
況
に
つ
い
て

〇
大

津

６
０
０
０
部

〇
江

西

６
９
０
０
部

〇
江

南

７
０
０
０
部

〇
江
南
北

８
８
０
０
部

〇
江

東

６
１
０
０
部

〇
江
東
南

５
０
０
０
部

〇
湖

北

９
０
０
０
部

〇
西

湖

９
０
０
０
部

※
代
金
（
百
部
２
５
０
円
）
は
９
月
２
日
ま
で
に
教
区
へ
お
納
め
く
だ
さ
い
。

・
実
施
計
画
書
に
つ
い
て
（
再
掲
）

実
施
計
画
書
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
実
施
計
画
書
入
力
フ
ォ
ー
ム
」

か
ら
直
接
提
出
（
締
切
８
月
25
日
）
し
て
く
だ
さ
い
。
支
部
内
の
取
り
ま
と
め
に

実
施
計
画
書
（
様
式
変
更
）
の
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
布
教
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▽
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ
ー
に
つ
い
て

事
務
局
よ
り
集
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
実
施
場
所
内
訳
や
作
業
内
容
内
訳
、

教
区
別
集
計
な
ど
、
多
様
な
集
計
結
果
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
海
外
会

場
の
集
計
や
、
２
０
１
５
年
か
ら
の
全
教
行
事
（
「
よ
う
ぼ
く
一

斉
活
動
日
」
含
む
）
の
参
加
者
集
計
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
「
に
を
い
が
け
勉
強
会
」
の
ご
案
内

・
日

時

８
月
30
日
（
日
）

９
時
半
受
付

10
時
よ
り

・
会

場

教
務
支
庁

・
内

容

講
話
と
布
教
実
動
（
予
定
）

講
師

西
村
和
久
氏
（
一
筋
分
教
会
長
）

・
参
加
御
供

５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

・
申
込
み

チ
ラ
シ
の
申
込
書
ま
た
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※
詳
細
は
教
会
と
布
教
所
に
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
布
教
部
例
会
日
の
お
知
ら
せ

・
日

時

８
月
29
日
（
土
）
午
後
３
時

●収入の部

交付金 6,821,770円

各種喜納金 9,979,339円

雑収入 140,490円

前年度繰越金 5,825,498円

●支出の部

教務諸費 3,575,440円

活動費 7,025,645円

維持管理費 2,064,881円

役職員関係費 2,081,574円

●特別会計 3,500,000円

●収入合計 22,767,097円

●支出合計 18,247,540円

●差引残高 4,519,557円

集計報告申込フォーム
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社

友

・
・
藤
嵜
代
表
社
友
・
・

▽
新
刊
案
内

☆
『
ふ
た
り
』
片
山
恭
一
著

８
月
１
日
発
売

定
価

１
０
０
０
円
（
税
込
）

▽
『
す
き
っ
とvol.43

』
（
９
月
１
日
発
売
）
予
約
受
付
案
内
（
再
掲
）

・
予
約
申
込
期
間

６
月
１
日
～
７
月
10
日

・
予
約
特
別
価
格

７
７
０
円
（
税
込
）

定
価
８
８
０
円
（
税
込
）

※
直
属
ま
た
は
支
部
担
当
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊

・
・
藪
田
隊
長
・
・

▽
Ｋ
Ｏ
Ｇ
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
搬
入

・
日

時

７
月
24
日
（
金
）

午
後
１
時

水
口
詰
所
集
合

７
月
25
日
（
土
）

午
前
９
時

９
母
屋
集
合

▽
本
期
間
の
宿
舎
（
第
９
母
屋
）
備
品
撤
収

・
日

時

８
月
４
日
（
火
）

午
前
８
時

現
地
集
合
（
前
日
宿
泊
可
）

献
血
推
進
委
員
会

・
・
竹
下
委
員
長
・
・

▽
６
月
献
血
実
績
（
５
／
21
～
６
／
20
）

☆
び
わ
こ
草
津
献
血
ル
ー
ム

江

西

２
名

江
南
北

３
名

江

東

２
名

江
東
南

１
名

今
月
も
、
大
勢
の
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

婦
人
会

・
・
中
西
教
区
主
任
・
・

６
月
30
日
、
甲
賀
大
教
会
を
会
場
に
「
立
教
１
８
９
年

滋
賀
教
区

婦
人
会
員
の

集
い
」
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
お
陰
で
、
約
３
８
０
名
の
参
加
を

得
て
、
楽
し
く
盛
大
に
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
２
ペ
ー
ジ
の
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
婦
人
会
庁
舎
清
掃
ひ
の
き
し
ん

・
７
月
（
６
月
27
日
）

江
東
南
支
部

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
９
月
（
期
日
未
定
）

湖
北
支
部

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

青
年
会

・
・
吉
岡
委
員
長
・
・

▽
「
こ
ど
も
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん
」
に
つ
い
て

先
月
、
６
月
13
日
（
土
）
か
ら
14
日
（
日
）
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
、
「
こ
ど
も

横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん
」
に
は
、
一
泊
二
日
で
計
14
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

勇
ん
で
ひ
の
き
し
ん
を
つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７
月
も
次
の
日
程
で
「
こ
ど
も
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
日

程

７
月
４
日
（
土
）
～
５
日
（
日
）

・
集

合

８
時
45
分

こ
ど
も
横
丁
現
場
集
合

・
内

容

こ
ど
も
横
丁
設
営
ひ
の
き
し
ん

・
親
睦
会

・
持
ち
物

ひ
の
き
し
ん
着
、
手
袋
、
宿
泊
道
具

・
宿

舎

水
口
詰
所

※
一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

少
年
会

・
・
藤
橋
団
長
・
・

▽
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
に
つ
い
て

（
再
掲
）

こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
開
催
に
併
せ
、
少
年
会
滋
賀
教
区
団
は
少
年
ひ
の
き
し
ん

隊
本
部
練
成
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
及

び
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

・
対

象

少
年
ひ
の
き
し
ん
隊

中
学
生
・
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
高
校
生
以
上
の
よ
う
ぼ
く
）

サ
ブ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
高
校
生
以
上
）

・
期

間

７
月
31
日
〜
８
月
３
日

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
７
月
30
日
か
ら
）

・
申
込
み

各
支
部
少
年
会
委
員
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
日

７
月
20
日

・
資
料
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版

①
募
集
チ
ラ
シ
／
募
集
要
項
／
参
加
申
込
書
／

受
診
時
の
同
意
書
／
保
険
証
に
つ
い
て

★
合

計

成

分

６
名

４
０
０
㎖

２
名

資料ＰＤＦ①資料ＰＤＦ②



立教１８９年（令和８年）７月２日 滋 賀 第２４４号

- 7 -

②
被
保
険
者
資
格
情
報
の
確
認
方
法
（android

版
）

③
被
保
険
者
資
格
情
報
の
確
認
方
法
（iPhone

版
）

学
生
担
当
委
員
会

・
・
宮
垣
委
員
長
・
・

▽
「
学
生
生
徒
修
養
会

高
校
の
部
」
の
ご
案
内
（
再
掲
）

・
期

間

８
月
９
日
（
日
）
〜
13
日
（
木
）

・
募
集
人
員

８
０
０
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

・
受
講
御
供

１
万
円

・
申
込
期
間

５
月
25
日
〜
７
月
25
日

※
詳
細
は
ハ
ッ
ピ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
学
生
会
ス
タ
ッ
フ
辞
令
交
付
（
６
月
２
日
付
）

・
委
員
長

山
田

一
輔

や

ま

だ

か

ず

ほ

大
学
三
年

（
甲
賀

宇
田
布
）

・
副
委
員
長

山
田

め
ぐ
み

や

ま

だ

専
門
学
校
二
年
（
甲
賀

甲
賀
）

・
副
委
員
長

中
村

迦
蓮

な

か
む
ら

か

れ

ん

高
校
一
年

（
湖
東

湖
大
勇
）

学修高校の部

去
る
６
月
28
日
、
教
務
支
庁
に
て
、
令
和
８
年
度
「
道
の
教
職
員
の
集
い
総
会
」

を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
幹
事
を
含
む
10
名
が
出
席
し
て
、
前
年
度
の
事
業
報
告
及

び
会
計
決
算
報
告
と
、
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び
に
予
算
等
が
審
議
さ
れ
た
後
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
議
事
終
了
後
は
、
河
原
町
部
属
陽
向
分
教
会
長
小
林
仁
氏
よ
り
、
自
己
の
体

験
に
基
づ
い
た
講
話
を
拝
聴
し
、
参
加
者
一
同
真
剣
に
聴
き
入
っ
た
。

令
和
８
年
度

道
の
教
職
員
の
集
い
総
会

資料ＰＤＦ③
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天
理
教
滋
賀
里
親
会
は
、
去
る
６

月
14
日(

日)

午
前
10
時
か
ら
、
教
務

支
庁
に
お
い
て
、
立
教
１
８
９
年
度

の
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
里
親
信
条
朗
読
、
会
長

挨
拶
に
続
い
て
、
事
業
及
び
会
計
報

告
な
ら
び
に
今
年
度
の
予
定
と
予
算

等
が
承
認
さ
れ
た
後
、
記
念
講
演
と

し
て
、
甲
賀
部
属
甲
京
分
教
会
長
の

辻
真
一
氏
よ
り
お
話
を
伺
っ
た
。
重

度
障
害
児
を
も
つ
親
と
し
て
の
、
ご

自
身
の
経
験
に
基
づ
く
、
「
喜
べ
な

い
時
に
、
一
体
ど
う
喜
ぶ
か
？
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
の
お
話
に
、
一
同
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
ま
た
、
お
話

の
後
、
不
登
校
や
発
達
障
害
の
里
子

を
も
つ
会
員
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、

先
生
は
一
つ
ひ
と
つ
的
確
に
わ
か
り

や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
。

な
お
、
総
会
と
並
行
し
て
、
別
室

で
は
里
子
を
中
心
と
し
た
「
子
ど
も

わ
い
が
や
ラ
ン
ド
」
を
設
置
。
子
ど

も
た
ち
は
、
室
内
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
大
人
17
人
、
子

ど
も
18
人
で
、
午
後
１
時
過
ぎ
に
散

会
し
た
。

立教189年度 天理教滋賀里親会 総会を開催

６
月
６
日
、
甲
龍
分

教
会
を
会
場
に
「
よ
う

ぼ
く
の
集
い
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
当
初
予
想
し

て
い
た
人
数
よ
り
も
多

く
、
１
１
４
名
が
参
加

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

岡
田
悟
先
生
の
講
話
も
、

か
ぐ
ら
つ
と
め
を
中
心

に
、
お
つ
と
め
の
意
味

合
い
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の

手
振
り
を
細
か
く
お
教

え
く
だ
さ
り
、
皆
さ
ん

も
真
剣
に
拝
聴
し
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
準
備
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
よ

う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」

の
時
と
同
じ
よ
う
に
進

め
ま
し
た
の
で
、
と
て

も
ス
ム
ー
ズ
に
運
び
ま

し
た
。
今
後
も
年
一
回

は
「
よ
う
ぼ
く
の
集
い
」

を
開
催
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
内
容
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

江
南
支
部

「
よ
う
ぼ
く
の
集
い
」
開
催
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琵
琶
湖
大
橋
西
詰
か
ら
レ
イ
ン
ボ
ー
ロ
ー
ド

を
西
へ
約
1.5
㎞
、
左
前
方
の
小
高
い
丘
の
上
に

途
中
分
教
会
が
あ
る
。

明
治
19
年
、
滋
賀
郡
伊
香
立
途
中
村
に
住
ん

で
い
た
、
澤
田
卯
之
助
が
（
途
中
の
道
の
初
代
）

病
魔
に
襲
わ
れ
て
い
た
。
当
時
大
原
で
郵
便
配

達
員
を
し
て
い
た
金
井
萬
次
郎
よ
り
、
「
不
治

の
病
と
言
わ
れ
た
重
病
人
、
中
林
寅
吉
氏
（
大

原
大
教
会
初
代
会
長
）
が
、
神
様
の
ご
守
護
で

そ
の
難
病
か
ら
た
す
か
っ
た
」
と
い
う
話
を
聞

き
つ
け
、
「
そ
ん
な
不
思
議
な
神
様
が
あ
る
な

ら
、
私
も
拝
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
た
す
け
を

願
い
出
た
。
卯
之
助
は
、
病
気
を
た
す
け
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
同
村
の
家
々
へ
に
を
い
を
か

け
、
葛
川
街
道
を
北
上
し
、
仲
ノ
平
村
、
坂
下

村
へ
、
更
に
街
道
を
北
上
し
、
朽
木
村
か
ら
能

家
村
へ
、
ま
た
北
国
街
道
の
伊
香
郡
余
呉
村
か

ら
上
丹
生
村
へ
と
道
は
伸
び
て
い
っ
た
。

後
に
初
代
会
長
と
な
る
山
田
善
藏
は
、
明
治

21
年
初
め
頃
足
を
怪
我
し
、
卯
之
助
に
た
す
け

ら
れ
て
入
信
。
同
年
３
月
、
斯
道
会
第
36
号
講

社
が
結
成
さ
れ
た
時
に
周
旋
方
を
務
め
、
講
元

卯
之
助
と
と
も
に
布
教
に
歩
く
中
、
次
々
と
斯

道
会
講
社
が
結
成
さ
れ
、
途
中
出
張
所
設
立
の

機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ

の
頃
卯
之
助
は
、
上
級
大
原

支
教
会
役
員
に
抜
擢
さ
れ
大

原
に
移
住
し
て
い
た
た
め
、

善
藏
が
初
代
所
長
に
推
挙
さ

れ
、
明
治
31
年
６
月
15
日
、

周
旋
方
宮
垣
辰
之
助
の
土
地
、

屋
敷
の
寄
贈
を
受
け
て
、
伊

香
立
村
大
字
途
中
字
北
ノ
垣

内
に
、
途
中
出
張
所
を
設
立

し
た
。
明
治
41
年
、
善
藏
が

身
上
に
よ
り
辞
職
す
る
と
、

卯
之
助
が
二
代
所
長
に
就
任
。

大
正
７
年
12
月
１
日
卯
之
助

の
出
直
し
に
伴
い
、
竹
下
小
太
郎
が
三
代
所
長

に
就
任
し
た
。

竹
下
家
は
、
葛
川
仲
ノ
平
村
の
小
太
郎
の
父

幸
治
郎
が
病
弱
で
目
も
不
自
由
で
あ
っ
た
と
こ

ろ
を
、
卯
之
助
に
お
た
す
け
い
た
だ
き
、
明
治

20
年
頃
入
信
し
た
。
明
治
30
年
８
月
、
仲
ノ
平

の
村
に
大
火
が
起
こ
り
、
こ
の
大
節
を
生
き
節

と
す
る
べ
く
、
小
太
郎
は
竹
下
家
の
す
べ
て
の

財
産
を
お
供
え
し
、
途
中
の
村
に
移
り
住
ん
だ
。

大
正
８
年
、
京
近
宣
教
所
が
設
立
さ
れ
る
。

昭
和
４
年
10
月
７
日
、
小
太
郎
が
出
直
し
、

次
男
の
幸
治
郎
が
四
代
所
長
に
就
任
。
幸
治
郎

は
、
大
正
10
年
京
都
市
上
京
区
で
単
独
布
教
を

し
、
11
年
途
陽
集
談
所
を
開

設
。
12
年
に
は
東
京
で
単
独

布
教
を
始
め
た
。
昭
和
３
年
、

金
丸
ふ
で
と
結
婚
、
日
を
置

か
ず
し
て
京
都
に
て
夫
婦
で

布
教
を
開
始
し
た
。
そ
の
道

中
、
長
男
薫
が
生
ま
れ
る
。

昭
和
10
年
道
高
宣
教
所
設
立
。

昭
和
20
年
６
月
、
幸
治
郎

は
身
上
の
た
め
、
45
歳
の
若

さ
で
出
直
す
。
妻
ふ
で
は
30

代
半
ば
で
、
薫
は
学
生
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
役
員
上
杉

與
藏
が
五
代
会
長
に
就
任
。

昭
和
21
年
伊
加
郷
分
教
会
、
23
年
渡
海
分
教
会

設
立
。
昭
和
26
年
８
月
與
藏
が
出
直
し
、
ふ
で

が
六
代
会
長
に
就
任
。
昭
和
32
年
東
海
一
分
教

会
設
立
。
昭
和
37
年
６
月
、
途
中
の
村
で
大
火

が
起
こ
り
、
神
殿
を
除
く
役
員
宅
な
ど
８
軒
が

全
焼
。
こ
の
節
を
通
し
て
、
上
級
よ
り
移
転
の

声
が
か
か
っ
た
。

昭
和
41
年
、
薫
が
七
代
会
長
に
就
任
し
、
移

転
ふ
し
ん
に
取
り
掛
か
る
。
十
数
回
の
土
地
検

分
を
行
う
中
、
現
在
地
に
土
地
を
ご
守
護
い
た

だ
き
、
昭
和
45
年
か
ら
52
年
に
か
け
て
土
地
の

造
成
、
教
職
舎
、
神
殿
ふ
し
ん
へ
と
精
魂
込
め
、

そ
の
殆
ど
を
信
者
の
ひ
の
き
し
ん
で
進
め
た
。

薫
は
中
興
の
祖
と
し
て
、
教
会
内
容
充
実
、
特

に
道
の
後
継
者
の
育
成
に
力
を
尽
く
し
、
今
日

の
途
中
の
礎
を
築
い
た
。
そ
の
間
、
北
垣
内
分

教
会
、
仲
ノ
平
分
教
会
、
東
家
久
分
教
会
設
立

の
ご
守
護
を
い
た
だ
く
。

平
成
18
年
、
教
祖
百
二
十
年
祭
を
つ
と
め
終

え
た
４
月
、
薫
の
長
男
幸
浩
が
八
代
会
長
に
就

任
し
た
。
幸
浩
は
、
徹
底
し
た
親
一
条
の
精
神

で
親
の
理
を
頂
く
こ
と
を
心
が
け
、
親
の
ご
用

と
部
内
教
会
の
修
理
丹
精
に
努
め
て
い
る
。
幸

浩
会
長
は
、
「
御
存
命
の
教
祖
に
お
喜
び
い
た

だ
き
、
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と
道
を
繋
げ
ら

れ
る
よ
う
、
年
祭
の
年
に
相
応
し
い
教
会
内
容

の
充
実
を
目
指
し
て
努
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

教
会
探
訪
ル
ポ

あ
の
街

こ
の
教
会
№128

途
中
分
教
会
（
大
原
・
西
湖
支
部
）

と

ち

ゅ

う会
長

竹
下

幸
浩

住
所

大
津
市
真
野
谷
口
町
十
四
番
二
十
八
号

●

途中分教会

竹下幸浩会長家族



立教１８９年（令和８年）７月２日 滋 賀 第２４４号

- 10 -

●お詫びと訂正

滋賀教区報６月号（243号）で、「本部より

の連絡」（３ページ）にある「天理教保護司

連盟創立70周年記念大会」の要項

を参照するＱＲコードが間違って

おりました。お詫びして訂正いた

します。正しくは右のＱＲコード

からご参照ください。

６月 教区日誌 ７月 行事予定

／２ 主事会、役員会、婦人会例会
第１回地方委員会
情報交換会（ようぼく民生児童委員連盟）

／４ 視察（任命）岩根分教会
／６ こども横丁設営ひのきしん開始（～14日）

準備宿舎備品搬入（水口詰所）
／７ 現場備品搬入（こども横丁）

教会探訪ルポ取材 途中分教会
／８ 視察（建物）加茂野分教会
／13 青年会こども横丁設営ひのきしん（～14日）
／14 里親会総会（天理教滋賀里親会）
／25 第２回社友勉強会（道友社）

教区長会議（38母屋）
／26 宗教法人実務担当者研修会（38母屋）
／27 庁舎清掃ひのきしん 江東南支部
／28 道の教職員の集い総会

学生会例会
／29 布教部例会 広報委員会
／30 滋賀教区婦人会員の集い（甲賀大教会）

／１ 現地研修会（啓発委員会）
／２ 主事会、役員会、婦人会例会
／４ こども横丁設営ひのきしん開始（～12日）

青年会こども横丁設営ひのきしん（～5日）
／５ 教会探訪ルポ取材 明六十一分教会
／17 こども横丁設営ひのきしん予備日（～19日）
／24 ＫＯＧ宿舎備品搬入（～25日）
／27 こどもおぢばがえり開幕（～8月3日）
／31 少年ひのきしん隊滋賀教区隊（～8月3日）

◇７月開庁時間 午前９時～午後４時半
◇７月閉庁日 14・21・23・25・26日
（ 休日連絡先 ☎ 080-8341-1563 鈴木 ）

ＱＲ
コーナー

布教月報 学生担当者報天理教ＨＰ 情報ねっと 法人ニュース

■こども横丁設営ひのきしん作業日■

◎７月４日〜12日 予備日17日〜19日

■ こども横丁本期間ひのきしん日 ■

◎７月31日〜８月３日
※本期間のひのきしんは各支部から各日２名の出仕をお願いしま
す。「支部出仕表」をご提出ください（７月15日〆切）。提出後
の変更は教務支庁青年（岡田豊太郎 080-6220-4108）へ、出仕日
の４日前までにご連絡をお願いします。

新任教会長紹介

岩根分教会
い わ ね

［甲賀 江南北］

教会長 髙畑 保明
た か は た や す あ き

奉告祭 ９月２２日

要項＆申込書

道友社報

●江南北支部

「扉ひらいて」上映案内

上映時間 ①10時半〜 ②13時半〜

（上映30分前に開場）

会場：甲賀市碧水ホール

〇演劇公演「扉ひらいて」を鑑賞

７月５日(日)


